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令和２年度 京都府立東舞鶴高等学校 学校経営計画（スクールマネジメントプラン） （ 実施段階 ）

学校経営方針（中期経営目標） 前 年 度 の 成 果 と 課 題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）

（ 重点１ 学校の魅力の向上とその効果的発信舞鶴地域の公立高校として、地域に根ざ 成果）

した教育活動を推進し、地域の活性化を図 ・組織的な指導体制を確立し、継続的に指導 地域創生の取組及び国際教育の(1)新コースのもとでの
るとともに、地域から信頼される学校作り を行った 「あいさつ運動 「身だしなみの 推進。 」
を目指す。 徹底」等、生徒会活動につなげながら、年 (2)「総合的な探究の時間」や各教科における探究的な

間通じたキャンペーンを行うことで一定の 活動の推進・開発
１ 日々の授業を大切にするとともに、学 効果が得られた。 (3)SDGs達成を目指す地域の一主体としての学校づくり

習指導・進路指導・生徒指導の３つを一 ・３年間を見通した進路計画に基づき、学年
体的にとらえ、きめ細かい丁寧な指導を 、進路指導部、各教科間の緊密な連携を図 新学習指導要領のもとでの教科指導及びキャリ重点２
行うことにより学力を向上させ、希望進 り、系統的な進路指導を行った。 ア教育の推進
路を実現させる。 ・活動の蓄積を目的とした「進路ノート」の (1)指導と一体化し、かつ希望進路実現に寄与する授業

活用、自主学習や個別指導とした学習室の 改善と評価の実施
生徒一人ひとりが家庭・地域社会で認 使用等、進路意識向上に効果があった。 (2)自ら進路を選択し希望を実現する生徒の力の育成２

められ、学校生活の様々な場で成就感・ (3)新しい教育課程及びその内容の開発・改善・例年行っている地元を学び、良さを発信す
る取組だけでなく、 に向けた舞鶴市達成感を持てる学校を目指す。 SDGs

。 教育相談活動の充実と特別支援教育の推進の取組と緊密な連携を行った 重点３
(1)配慮を要する生徒の様々な背景等にまで踏み込んだ３ 教師と生徒が共同し、基本的な規範意 ・生徒会を中心としたボランティア活動の活
指導・支援の充実識と倫理観、公共心や思いやりなど、人 性化に取り組むことで、ボランティア活動

(2)「包み込まれているという感覚」の中で、生徒の自間性・社会性を育むとともに、安心・安 の意識が高まった。
律の力を伸ばす指導・支援の実施全な学校づくりを目指す。 ・出前授業等、小高連携だけでなく、合同で

(3)生徒の望ましい人権感覚と自他を尊重する行動力のの授業研究を行う等、中高連携も進んだ。
（課題） 育成
・新学習指導要領への対応と探究活動の推進
・ＩＣＴ活用等、授業改善の推進 重点４ 豊かな心と自律の力の育成

(1)生徒の規範意識の向上と基本的生活習慣の確立・家庭学習等の自立的な学習の確立
(2)18歳成人の施行を見据えた指導の充実・行事の精選と充実

(3)生徒の自主的・主体的な活動の促進・活性化・スマートフォンの適正な使用等を含め、規
範意識の醸成に向けた生徒指導の充実

５ ICT環境整備とスマートスクール化の推進・部活動活性化に向けた取組 重点
・教育相談体制の構築 (1)ハード面の整備の推進
・生徒募集に繋がる効果的な広報活動 (2)ソフト面の実践的研究への挑戦
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評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成 果 と 課 題

重点１ ５年後まで見通した地 ○コース・学年・部活動の垣根を越えた取組のスクラップ＆ ・新型コロナウィルス感染拡大防止
域創生の取組及び国際 ビルド及び再構成（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ） のため、判断に迷いながらも工夫を

。教育の推進・開発 ○自治体や企業との連携強化、地域の人材の発掘、外部講師 して様々な行事を行うことができた
による講演・ 機会創出 Ｂ さらに生徒の成長につながる計画をWS
○公費支援での海外研修・留学の増加につながる積極的な案 今後も実施していきたい。
内・指導 ・本年度の留学事業は全て中止とな

ったが、舞鶴在住の外国の方や海外
１年次「総合的な探究 ○１年担当者の定期的・機動的な打合せ実施 で活躍されている日本の方を招き興
の時間」の実践推進、 ○１年における基礎的な探究スキルに係る研究実施と次年度 味関心を育てる機会をもてた。次年
２年次以降の探究的な に向けた記録の蓄積、併せて生徒による評価の実施 度の留学への指導を始めている。
活動の推進・開発 Ａ ・１年生の探究活動は、担当者会議【評価項目】アンケートの肯定的評価の割合(%)

：85 ：75 ：65 を各学期2回開いて指導を進め、生徒A % B % C %
○Ｒ３年度に向けた２年次の「総合的な探究の時間」の在り がより積極的に活動できるように成
方の研究と計画立案（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ） 長させることができた。次年度に向

学校として、 達 ○ネパール（文具贈呈）や国際的支援機関との交流促進など け学習内容・順序等ブラッシュアッSDGs
成のための学びと行動 生徒会・委員会活動を中核とした国際交流活動の実施 プしていきたい。次年度の２年生の
の場の設定 ○教科指導や部活動などにおける本校の施設・設備を活用し Ａ Ａ 探究の時間に向けプロジェクトチー

た 推進機会の創出や校種を越えた合同事業の研究 ムで検討を重ねて骨組み作りを行っSDGs
○地域のボランティアイベントへの参加、地域住民を招いた た
校内イベントなどボランティア活動を通じた地域貢献の実施 ・ボランティア活動を通じて地域貢

わかりやすく効果的な ○わかりやすく相手目線に立ったホームページや広報誌の発 献に励んだ。地域の課題に協力する
広報活動の実施 行 交通指導を実施した。【評価項目】年間の更新・発行回数

・学校案内、 、インスタグラム、A B A：200更新･6回発行以上 ： 未満 HP
ホームページのデザイン、学校案内の改善、多様な広報媒 Ａ 広報誌、紹介動画のイメージを統一○

体の研究 し、計画的に広報活動を行った。地
域や中学校から好評をいただいた。
・ホームページのデザインを見やす
く改良しほぼ毎日 を更新した。HP
掲載する情報の内容や発信方法につ
いて改善していきたい。

重点２ 各種改革を踏まえた体 ・中高での教員研修を行い、観点別○高大接続改革の動向の確実な情報共有及び新制度入試に対応

制整備と教職員の認識 評価についても研修を行うことがでする進路指導の道筋・体制の構築

。 、深化 ○各教科の特色を生かした公開授業、出前授業及び合同授業 きた 高大接続改革の動向に注意し
、づくりの実施（中学校との連携のもとでの実施） Ｂ 教科主任会を核に教科内研修も進め

○教職員の持つ面談機能の更なる向上、そのための情報共有 情報共有を図っていきたい。
と研修実施 ・総合的な探究の時間を通して、教
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○「指導と評価の一体化」や観点別評価に関わる小・中学校 科横断的な学習に取り組んでいる。
向けの研修素材や指導成果の研究 ・学校祭の内容について、生徒会を

教科指導充実・進路希 ○学年・分掌が一体となった身だしなみ・挨拶・時間の遵守 中心に話し合い活動の充実を図り、
望実現の基盤形成 等の指導の強化、叱責・承認・褒賞などを最適に実施するチ 感染拡大防止に工夫して実施した。
（生徒のキャリア形成 ーム指導・支援の実施 ・感染拡大防止のため、取り組めな
に寄与するような支援 ○指導・支援の場としてのＳＨＲ・ＬＨＲ、学校行事の重視 い活動も多かったが、ボランティア、

。能力の開発、社会性・ ○各場面での話し合い活動の機会拡大への挑戦 Ｂ Ｂ 部を中心に新たな活動に取り組んだ
職業観等の涵養、生き ○各分掌・学年の ・ の時間に、自己分析を行い、「たより」等の発行と効果的活用、保護者と LHR
る意欲の促進など） 自己の生き方・在り方について考察の連携深化

し、自らのキャリア形成の方策など【評価項目】学校全体の年間発行回数

を調べる活動を集中的に行った。舞A B C：20回以上 ：14回 ：10回

福祉や子育て支援等の関係機関との連携によるボランティ 鶴市等と連携したワークショップな○

ア活動の積極的参加 どにも取り組みたい。
年間の生徒一人当たり平均参加回数 Ｂ ・キャリア形成の観点から、進路に【評価項目】

：1.5回 ：1回 ：0.5回 関するオンライン説明会やマイプロA B C
説明会に多数の生徒を参加させるこ○資格取得・検定への積極的挑戦

新しい教育課程及びそ ○教科主任会議の継続的開催と更なる機能向上 とができた。さらに、生徒が自らキ
の内容の開発・改善 ○校内の各教科の取組の相互研修 ャリアを創造しようとする意欲を育

○教科横断的な取組への挑戦 て、実行できる道筋を発見させる指
導支援に努めたい。

重点３ 配慮を要する生徒の把 ○教育相談会議の定例開催・機能強化と部長会議での継続的 ・生徒指導、保健、人権担当での定
握、情報共有、支援方 な情報共有、ケース会議の開催 期的なスクリーニング会議を実施し
法の組織的検討、支援 ○「個別の指導計画」等の確実な作成 ＳＳＷやＳＣとも連携して配慮を要
体制の整備 する生徒への対応を早期に検討する【評価項目】中学から継続支援生徒の作成率(%)

Ｂ ことができた。Ａ:100% Ｂ:90% :90%未満Ｃ

○定期的なスクリーニングの実施、アセスメントシートの効 ・関係分掌で連携して生徒の情報を
果的活用 共有し、教育相談会議やケース会議

を経て丁寧な支援を行った 「個別の。
支援計画」を作成し、教科指導の工

。夫をさらに進めることが課題である

まなび・生活アドバイ ○まなび・生活アドバイザー ・急な状況変化への対応にＳＳＷをの有用性の理解浸透、活用でき
ザー、スクールカウン 交えて検討することが増えた。るコーディネート機能の強化
セラー ○スクールカウンセラー ・ＳＣの来校日の増加で自然に生徒配置校としての の有用性の認識深化、要支援者とそ

Ｂ Ｂ に接し心の安定に寄与してもらうこ学校運営 の保護者への積極的な活用促進
とができた。適宜情報共有を図り、
生徒・保護者の積極的な利用を促し
てカウンセリングを実施ができた。

、・生徒には上手な休み方を獲得させ
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教職員は休ませ方を獲得したい。
自他を尊重する生徒の ○研修の開催（教育コーチングなど） ・地元地域についての同和教育に関
行動力を育てる教職員 ○学校行事等において、自分にできる方法で生徒が集団に貢 する教職員研修を実施した。
の指導力の向上 献する行動を促したり、集団づくりを促進する指導・支援の ・関係分掌の連携を密にして、臨時

ノウハウの相互提供 のＨＲも含めて、いじめや問題事象
○いじめアンケートの充実とその結果の綿密な分析に基づい Ｂ の解決、未然防止に向けて取り組ん
た、いじめ対策委員会での見立て・手立ての立案（生徒個別 だ。引き続き組織的な対応に努め、
対応 ＨＲ活動の取組 分掌・教科 保護者との連携内容等 密になる取り組みをさけながらも、、 、 、 ）
○生徒の不適切な言動への、その場あるいは事後の確実な対 いじめの未然防止、人間関係づくり
応と情報共有実施 を促進するための積極的な取組をさ

らに進めていきたい。
・ 進路ノート」の活用によるワー重点４ 生徒の自律的な生活・ ト○「進路ノート」の活用推進、記録の習慣化、蓄積したポー 「

クシートなどの記録保存の習慣化学習習慣の確立 フォリオの定期的な振り返り指導の実施（学年共通）
は、個人差はあるものの定着しつつ【評価項目】全学年の記入率(%)

ある。取り組みを振り返る時間を設Ａ:100% Ｂ:90% :90%未満Ｃ

○学習時間・生活時間全体を見つめ、改善する指導の継続的 定し 「キャリアパスポート」とのＢ 、
実施 連関も図っていきたい。

〇学習室の有効な活用による生徒の主体的学習態度育成、そ ・学習室を積極的に利用する生徒が
のための環境整備促進 増加している。
○全教職員・生徒が自分から挨拶を励行 ・今後も挨拶を励行し、自然な姿で

就職や進学の活動を進めていく。生徒の保健衛生・社会 ○新型コロナウィルスの感染拡大防止に寄与する行動を促進
・感染拡大防止に関して、一年を通安全への意識の向上 する指導の確実な実施

して朝の検温・健康観察を行い ほ○生徒への啓発・指導手段としての「ほけんだより」の発行 、「
けんだより」による時宜にかなったや保健委員会・美化委員会活動の促進
啓発や生徒会による放送などでの啓○清掃活動の確実な実施と専念への指導体制の定着（時間中
発を行った。保健委員会は文化祭での指導・呼び出し等の禁止） Ｂ
展示発表を行い、意識を高めること
ができた。Ｂ

・美化委員会は、文化祭でのリサイ
クル展示発表、ゴミ分別の啓発や臨
時の環境整備活動を行った。次年度
はゴミ分別と捨て方の指導を徹底

清掃活動し、自立の力を養いたい。
は概ね良好であった。

成人直前の存在として ・授業中の巡回や教科担当者連絡シ○授業規律の確保、 での効果的指導をバックアップするHR
の生徒の自覚喚起とシ ートを活用し、規律を乱す行為には教職員の指導体制の再構築
チズンシップの育成 適宜指導を行うことができた。○時間を大切にする意識、規範意識の確実な定着のための個

・遅刻指導に新しいシステムを導入別指導、警告指導の確実な実施とともに未然防止指導の実施 Ｂ
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し成果があった。欠席が多い生徒に○学校生活の課題を発見し、課題解決に取り組む姿勢を育て
は迅速に警告指導を行った。るために 「総合的な探究の時間」等において、日常生活の中、
・２年生総合的な探究の時間で舞鶴から内発的に課題を発見させる取組を計画・展開

の課題を考え、その解決に向けた探
究活動を行った。
・必要なときには「叱る」指導と小
さなことから「認める」指導をバラ
ンスよく両立させることが必要で、
そのための本人・家庭との信頼関係

作りも継続していきたい。
・多くの生徒が生徒会役員に就き、生徒会・委員会活動、 ○学校行事等の主体的な企画・運営の中核となる生徒会役員
学校祭を中心に丁寧な話し合いを積部活動の活性化 の育成
み重ねる指導を継続している。○部活動・各種学校行事において、生徒の満足度・納得度を Ｂ
・ボート部が全国大会で初優勝し、向上させるべく適切な目標設定

創立80周年記念式典の際に祝賀会を○集団（小～大）の質を高め、意欲を喚起する指導・支援の
行った。実施

重点５ 生徒の学ぶ向かう力を 〇家庭学習の充実を図るため、動画配信などを積極的に実施 ・臨時休業時には、多くの教員が動
伸ばすための 化推 （ ） 画配信等を積極的に行った。ICT PT
進 ・年度途中から機器の整備が進み、【評価項目】全教科での年間実施回数

ネット検索を取り入れた教育活動をA B C：10回以上 ：７回 ：５回

○「総合的な探究の時間」において、 や 等の機器を 積極的に行った。担任用の が配PC i Pad iPad
積極的に活用 備でき、生徒との情報のやりとりが
○生徒総会・文化祭等での の積極的活用 スムーズになった。ICT

Ａ ・文化祭のステージ発表を他会場で
同時配信できた。

Ａ ・総合的な探究の時間では、 やPC
を積極的に利用した。iPad

・著作権やネットリテラシー教育な
ICTど情報の授業との連携 教職員の、

活用能力の向上が必要、生徒個人の
利用環境の整備、メンテナンスが必
要である。

教職員の働き方改革を ○広報業務、動画等作成の効率化を進めるため、デザインソ ・新たに写真編集ソフトとデザイン
進めるための 化推 フト・機器の導入と活用 Ａ ソフトを導入し、広報誌やパンフレICT
進 ○業務負担軽減のため、校務システムの機能活用 ット制作に活用した。

・遅刻指導等に校務システムを活用
した。
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学校関係者 臨時休業の影響が心配であった。 の追加配置はよかった。卒業式で成長した生徒の姿を見てすばらしいと感じた。コロナ禍の状況のSC
。「 」（ ）評価委員会 中 または の評価が得られておりすばらしい 新型コロナウィルス感染症に対応した新しい初等中等教育の在り方について 中教審A B

、 。 、「 」「 」による評価 の提言に向け 今後も努力を惜しまないように 様々な状況においても多様な生徒を誰一人取り残すことなく 学修的機能 社会的機能
「福祉的機能」の学びの３機能の保障をしていっていただきたい。

・探究活動及びＩＣＴ活用等の授業改善を推進する。
・新学習指導要領に基づく観点別評価について研究し、試行する。次年度に向
・いじめの未然防止､人間関係作りの促進､ の適正な使用等を含めた規範意識の醸成に取り組む。けた改善の SNS
・進路ノートとキャリアパスポートの連携を図り、活用していく。方向性
・教育相談体制を改善する。

・より効果的な広報活動を行う。


